
 

 

 

 

 ご入学・ご進級おめでとうございます 
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 10月 22日（水）10時より、4階研修会議室にて、令和８年度高等部入学希望者説明会（保護者向け）を

行いました。冒頭、校長より話があり、学校概要で改めて全校での教育について紹介した後、高等部で実際に

行われている教育活動について説明をしました。また、実際の入学検査に向けての 

日程、必要になるものの説明がありました。出席された保護者からも、高等部での授業 

の様子について、入学検査の流れについて、など積極的に質問があり、和やかな雰 

囲気で実施することができました。 

 11月 1日（土）に戸塚区役所にて、戸塚区自立支援協議会日中支援事業所部会主催の 

『戸塚区障害者支援事業所大集合！』が実施され、本校・港南台ひの特別支援学校・本郷特 

別支援学校の進路専任及び東俣野特別支援学校の特別支援教育 COと見学させていただきま 

した。戸塚区の事業所がブースに分かれて紹介や相談に応じており、大盛況のイベントでした。 

今後も各種イベントを「すぐーる」等でご案内していきますので、ご興味のある企画にぜひ 

ご参加ください。 

 2004年（平成 16年）の障害者基本法改正により、「国際障害者デー」である 12月 3日から、国際連合で

「障害者の権利宣言」が採択された 12月 9日までの１週間が「障害者週間」として定められました。 

 横浜市では、障害のあるなしに関わらず誰もが安心して地域で生活を送れる共生社会の 

実現を目指して、障害や疾病についての正しい理解と認識が広まるよう、研修や様々な広 

報等による普及啓発活動に取り組んでいます。≪横浜市『障害福祉のあんない』より引用≫ 

 いろいろな区でこの週間にシンポジウム、講演会等が開かれ、啓発をしています。 
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裏面があります 
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 １１月１１日（火）に「児童期から成人期への移行について考える」というテーマで事例報告・グループ

ワークが行われました。高等部卒業と共に、生活スタイルが変わります。人生で一番長い時間を過ごす成人

期。どのように過ごしたいかを本人を含め、家族で考えることが大切です。 

その際、本人の「意思決定」が大事になります。「意思決定」をするためには 

「意思形成」を養うことが大切で、その土壌は様々な経験をすることから培わ 

れるとの話がありました。いろいろな人・物・事と関わる機会を多くもち、意 

思形成を育んでいきたいですね。 

 １１月１７日（月）に「重心の卒業後の暮らし」というテーマで研修会を行いました。 

講師の山本宣子氏は、行政や地域に対して、重心の方たちが安心して暮らせるよう積極的に働きかけを行って

おり、ぱざぱネット（横浜重心グループ連絡会）の副代表も務めていらっしゃいます。研修会の内容を以下に簡単に

掲載させていただきます。 

 

＜山本さんが在学中に準備したこと＞ 

・進路決定の条件と、その条件に向けての準備。 

（条件：自力での通所。 準備したこと：実習時から公共交通機関で通う練習。） 

・家庭環境の整備。 （立地や間取り、家電や移動など。） 

＜山本さんが思う 目指したい暮らし＞ 

・成人期の生活を過ごすために、３つの I（移動・医療・居場所）が必要。 

＜これからあると良いもの＞ 

・本人が取り組めるモノ、コト 

・支えられるだけでなく、支える場面がある。（支援者を支援する立場。） 

・家族だけではない他者からの視点。（障害関係だけで収まっては広がりがない。） 

 

「新しいことを始めると起こるハプニングやトラブルがある。それは、見えていない問題が浮き出るチャンス！見直

すきっかけになる！」 この山本さんの言葉にハッとしました。身の回りで起こるハプニングやトラブルをマイナスに捉

えるのではなく、プラスのこと、チャンス！として捉えていきたいと思いました。 

泉区自立支援協議会 全体会 

港南区 自立支援協議会重心部会 サンフラワー♡あったかいね 


